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研究テーマ
当初は為替関連の金融商品についての研究を行っていま

したが、ここ数年は企業の商品や製品など「在庫」とよばれる

棚卸資産と企業の業績との関連についての研究を行って

います。

研究の道へ進んだきっかけ
きっかけは学部時代に簿記の勉強を始めたことです。最初

から結婚や子育てをしながらも働くことが可能な専門職への

就職を考えていました。伯母夫妻が研究職で働いていたの

を子供の頃より見ていたこと、当時のゼミの先生に相談して、

研究者の選択肢もあるという話を聞かせて頂いた事が大き

な転機となりました。資格勉強をするよりも図書館で本や雑

誌を調べたり、疑問に思ったことを調べるという作業が自分

には向いているのではないか。そう思うようになり、大学院在

学中に進路を変更しました。

研究者になってよかったと思うこと
　「これはどうしてだろう」という疑問に対して、自分なりに新

しい結果を出すことができること。

　研究者になると学会出張の傍らそこの土地の風土や郷

土料理などが味わえるのも役得（？）の1つかもしれません。ま

た同分野の研究者との情報交換や再会も大きな楽しみにな

ります。私の授業やゼ

ミでの内容を学生が

吸収して、大きく飛躍

してくれることも喜び

の1つですね。大変だ

と思っても「ありがとう

ございました」の一言

が明日の活力になりま

すから。

座右の銘
災難に逢ふ時には、災難に逢ふがよく候。死ぬる時節には、

死ぬがよく候。是はこれ、災難をのがるる妙法にて候

良寛

研究とプライベートの両立で工夫していること
自宅でも仕事ができるのでその意味でプライベートとの境目

がなくなるのが難しいところです。この数年は生活リズムを朝

方に変え、夜は仕事をしないことにしています。夫も同業者で

すし、食事をしながら情報交換をしたり、家族でまったく関係

のない話をして楽しんでいます。

人生の転機になった一冊／学生に薦めたい一冊
神戸大学大学院に進学してすぐ、方法論授業の参考図書

の1冊として挙げられていたリズ・ローマン・ガレーズ著（江川

雅子訳）「ハーバードの女たち」（講談社文庫）。

ハーバード・ビジネス・スクールの卒業は「仕事も結婚も思い

のまま」というエリートコースへのチケットであるといわれてい

ましたが、この本では仕事のために全てを犠牲にした女性の

孤独や代償、家庭を持つがゆえにキャリアを犠牲にした女

性の葛藤や苦悩などが非常にリアルに描かれています。私と

しては、この本の中に出てくるホリーのような人生を理想に思

いながら生きてきましたが、果たしてどうだったのでしょうか。

未来の研究者へ一言
民間企業の就職と異なり、研究職は普通の女性とは異なる

道を歩むことになると躊躇する人も多いと思います。でも、実

際は女性にとって結婚や育児などのライフプランを計画する

上でも非常に優しい職業だと感じます。もし研究職を考えて

いるのであれば、迷わずに飛び込んでみてはどうでしょうか。

そのプロセスで生じる困難や迷いなども、正面から取り組む

ことであなたの人生の糧になるのではないでしょうか。

略歴

平成6年3月 京都産業大学経営学部
 経営学科卒業　　

平成8年3月 京都産業大学大学院
 経済学研究科経済学専攻修了　

平成13年3月 神戸大学大学院
 経営学研究科博士課程後期課程
 企業システム専攻修了　

平成14年4月～
　平成23年3月 和歌山大学経済学部
  ビジネスマネジメント学科　

平成23年4月より京都産業大学経営学部
  会計ファイナンス学科

災難に逢ふ時には、災難に逢ふがよく候。
死ぬる時節には、死ぬがよく候。
是はこれ、災難をのがるる妙法にて候

行待 三輪

My Hobby
季節の花を見ながらのウォーキング。ビーズアクセサリやフラ
ワーアレンジメント。アレンジメントでクリスマスにリースなどを
作ったときなどは研究室に飾ります。実家の犬との時間も大切
なひと時です。

研究紹介
現在は棚卸資産の払い出し方法で現在廃止された後入先出法を採用した企業につい
て、払い出し方法を変更するタイミングについての研究を行っています。欧米では企業業
績を増加させるため後入先出法からの変更を行っているのですが、日本には海外とは異
なる視点が存在するようで、現在その点についてさらに研究を行っているところです。

YUKIMACHI Miwa

京都産業大学　経営学部会計ファイナンス学科　准教授
専門分野：国際会計、財務会計

最近の主な論文・評釈
● 「後入先出法に関する早期適用企業の保守的会計行動―
早期費用化による在庫リスクへの対応―」
行待三輪、『産業経理』第75巻第３号、118-133頁（2015年10月）

● 「石油業における在庫評価の会計行動―国際会計基準統
合化による後入先出法廃止との関連からー」
行待三輪、『京都マネジメントレビュー』第25巻、39-60頁（2014年9月）

● 第2章「棚卸資産と将来業績の関連性」
担当、行待三輪・高田知実、『会計情報のファンダメンタル分析』（桜井
久勝先生還暦記念論文集編集委員会編）、中央経済社、15-30頁
（2013年3月）
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